














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 ）後藤昭雄「呪願文考序説」 （ 『平安朝漢詩文の文体と語彙』勉誠出版、二〇一七年） 。
（













7 ）これを考えることは翻って『王勃集』の古態を推測する手掛かりとなる。十首の寺碑のうち「梓州慧義寺碑銘」 （巻二十）は四部叢刊本になく、 『文苑英華』にも未収で、 『王子安集註』は『全唐文』より採録する。しかし、是善がその文章に「慧義寺碑」から借用してい こと ら見た『王勃集』には確かにこの文章も存したことになる。
（
8 ）内藤湖南「上野氏蔵唐鈔王勃集残巻跋」 （ 『内藤湖南全集』巻十四『宝左盦文』 、筑摩書房 一九七六年） なお、上記二書については最近の道坂昭廣『 『王勃集』と王勃文学研究』 （研文出版、二〇一六年）に詳しい。
（
9 ）ＭＯＡ美術館蔵 古筆手鑑『翰墨城』所収 「伝橘逸勢筆詩序切」が『王勃集』巻 八の「陸□□墓誌」から切り取られた断簡であることを道坂氏が明ら した。 「伝橘逸勢筆「詩序切」と上野本 関係 （注８著） 。
（
10 ）小島憲之『上代日本文学と中国文学 中（塙書房、一九六四年）第五篇第五章、第十章、 『同』下（一九六五年）第六篇第一章。
（
















九六四年） 、 『国風暗黒時代 文学』中（中） 、中（下）Ⅰ、中（下）Ⅱ、下Ⅰ、下Ⅱ、下Ⅲ（一九七九年～一九九八年） 。
（追記
 ）平安朝における王勃の文章の受容について、 先学の指摘
を見逃していた。近刊の柿村重松『松南雑草』 （研文出版、二〇一七年一〇月）所収「日本文学史識小」に、紀長谷雄「後漢書竟宴詩序」 、同 秋思入寒松詩序 大江朝綱「答枇杷左大臣辞職表勅」 、同「為貞信公辞太政大臣第三表」 、同「落花乱舞衣詩序」 、藤原春海「立神祠対策」にその例のあることが述べられている。いずれも同氏著『本朝文粋註釈』に指摘がある。初校に際し、とりあえず追記する。
（ごとう・あきお
　
成城大学元教授）
